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【塹
ざ ん

 壕
ご う

 の 聖 母】 

                           スピノラ修道女会 Sr.佐藤英子 

            「サンマの向こうを見る」：机上のサンマを見れば猫はすぐに飛びつきます。 

           けれども、人間は朝早く漁に出掛けた漁師の労苦、市場に運ぶ運転手の 

疲れ、買い物に行き、料理する母親の姿を思い浮かべることができます。       

ある神父の講話の一部ですが、私には導きの言葉となりました。物事が持つ広さ、深さ、長さと奥

行きを知らせ、「深い眼差し」とは何かを教えてくれたからです。 

１１月から巷ではクリスマスを迎えるという宣伝文句で、物欲、所有欲、食欲をあの手この手

で満たそうとしています。大変きらびやかです。降誕の聖画を見ても、そこは明るく、光に満ちて

いる風景が多いですが、今日、私はあえてクリスマスの準備として、暗い雰囲気の聖母子、「塹壕の

聖母」の絵を選びました。 

 

これは１９４２年、スタ－リングランドでのソ連とドイツ軍との戦いのさなかのクリスマスに、

自分の隊の兵士を喜ばせるために、ドイツ従軍牧師が描いた絵です。聖母は幼いイエスを抱きしめ

て座り、裸足で、親子は大きなベ－ルで覆われています。左側に「１９４２年、孤立地域の中で過

ごすクリスマス」、右側にはドイツ語で「光、いのち、愛」と 書かれています。ドイツはこの戦い

で敗れ、牧師は捕虜収容所で亡くなりましたが、この絵は家族のもとに届けられ、その後ベルリン

の教会に飾られ、東西に分けられた人々はしばしばこの絵の前で祈り、「平和の聖母」と呼ばれてい

たということです。その後数年して、ベルリンの壁は倒されました。 

描かれた絵の状況を想像したいと思います：暗黒の地下壕、光は当然入ってきません。 

ロ－ソクの薄暗い光だけであったでしょう。絵の前に集まりクリスマスを祝う牧師と兵士たちは、

明日の命も保証されていない人たちです。憎しみ以外に考えられない殺し合いの戦地で、牧師が目

をそらさなかったもの、信じ、希望し続けたもの、暗いベ－ルの奥に、じっと見つめていたものは、

光、いのち、愛 でした！牧師自身も手紙に書いています：「あの絵をわたしは苦しみに打ち勝ち、

喜びに満ちた未来の、いのちのしるしとしたい・・・」 

 

 １９４２年のクリスマス。塹壕の聖母の絵を通して、「エンマヌエル=共にいる神」である幼子イ

エスが、聖母と共に彼らに贈られたのは、光、いのち、愛であるご自身でした。他方、彼らは死ぬ

かもしれない体験を通して、暗闇は光の充満をはらんでいること、冬は春の命を準備する時であり、

苦しみは新しい命の誕生であることを信じ、希望した人たちでした。 

２０１７年クリスマス。社会は、そして世界は一層暗闇を増しているように見えます。私たち

は、希望がない世界だと嘆く代わりに、その暗黒自身を聖母のマントの中に置いて、彼らがそうで

あったように、「サンマの向こう」を見て、幼子イエスご自身から、光、いのちと愛 を受け取り、

希望をもって人々に伝えていきたいと思います。 

 
“イエスを大切になさった母マリアは、今、傷ついたこの世界を、母としての愛情と痛みをもって 

心にかけてくださいます。マリアは今、・・・十字架につけられた人々の苦しみのために、 
また人間の振う力によって荒廃させられたこの被造物のために悲しんでおられます。“ 

(教皇フランシスコ回勅「ラウダ－ト・シ ２４１」) 
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七五三の祝福をいただきました。        10 月 24 日  大阪教区司祭 

元気に！大きく！成長してくださいね。      ラファエル 松本武三神父様 ご帰天 

                      (享年 74 歳)               

                        1982 年～1985 年 

                        助任として、浜寺教会で 

                        司牧されていました。 

                         

                     神父様の永遠の安息のため 

11 月１２日     11 月１９日           お祈りください 

                         

 

＊ブロック一緒に考える日 11 月 19 日 
いずみブロックの現実を見つめて  （７０名参加） 

 

これまでのﾌﾞﾛｯｸとしての歩みで、ﾌﾞﾛｯｸの動きに直接関わってきた信徒は、互いにそれなりの 

交流ができてきました。でも、まだまだ存じ上げない方が多数おられるのも現実です。 

同じﾌﾞﾛｯｸの信徒として、ﾌﾞﾛｯｸのことを考える交流の日と場が、ﾌﾞﾛｯｸ将来ﾋﾞｼﾞｮﾝを探るには 

必要だと思われます。今後、年に 1 回はこのような会を持ち、親交を深めて参りましょう。 

 

11 時 30 分より、用意された料理をみんなで分かち合いながら、会が始まりました。 

 

美味しい料理が並びました。 

持ち寄りにご協力頂き、 

後片付けもスムーズで・・・ 

 

ありがとうございました 

 

13 時からは、村田神父様の導入後、カルロス神父様の熱意 

溢れるお話を聞き、各自、沈黙の内に噛み締めました。 

その後は、グループに分かれて、 

「話を聞いて心に残ったこと」、 

「自分の教会の現実について」、 「福音宣教とは・・」 

「いずみブロックとしてどんな目的を優先すべきか・・」 

等など、各自思っていることを、共有しあいました。 

随分盛り上がっているグループもあり、外国籍のグループも 

あり、子供たちはリーダーと寒空の中、浜寺公園へ 

出かけて行きました。１時間があっという間でしたね。 

  

和泉教会・〇田〇一会長より「いずみﾌﾞﾛｯｸの歩み～今までとこれからの将来ﾋﾞｼﾞｮﾝ」の報告 

の予定でしたが、お病気のため欠席となり、岸和田教会・〇本〇雄

会長が代わって、報告書を基に、わかりやすく、英語も交えてお話

くださいました。〇田さんの一日も早いご回復をお祈り致しましょ

う。 

         最後にﾌﾞﾛｯｸの共同司牧には欠かせないべスコ神父様が 

駆けつけて下さり、祝福をくださって、閉会となりました。 

 

 ミサに預かるだけで満足してはいませんか？どんな信者になりたいですか？ 



お知らせ 
＊12 月 17 日(日) 「地区クリスマス会」 14 時～ 泉佐野教会：天使幼稚園にて。 

  対象：小学生、園児は保護者同伴で参加できます。申し込み：１２月３日まで、 

＊12 月 23 日(土・祝) 10 時～12 時 (9 時 30 分 開場)  浜寺教会 聖堂 

「第 10 回 クリスマス コンサート」 入場料 500 円・小学生以下は無料 

ピアノ：宮崎 剛 氏      曲目・エリーゼのために 

合 唱：合唱団 CET           ・第九交響曲  ゴスベルヴァージョン 

お 話：村田 稔 神父                    「ジョイフル ジョイフル」 

                                   ・流浪の民 ・もみじ  ・クリスマスソングメドレー 他 

17 日(日)ピアノ移動や大掃除、当日の来客接待用のお菓子の持ち寄り、各係のお手伝いなど、 

たくさんのご協力を、よろしくお願い申し上げます。 

＊１月１４日(日) 成人式＆新年会 該当者は、〇浜〇乃〇さん、〇尾〇さん 

                 ご予定ください。 

12 月の奉仕者当番表  典礼奉仕について都合の悪い方は必ず典礼委員までご連絡ください。 

 
先唱 子供侍者 第一朗読 第二朗読 名札受付 

共同祈願 

掃除当番 お茶当番 
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＊12 月 3 日(日) 11 時 30 分～16 時  「ﾌﾞﾛｯｸ待降節黙想会」 和泉教会にて 

指導司祭： Fr. ヴィセンテ・アリバス（ドミニコ会）  

テーマ：『神との関わり 「我らは神の中に生き、働き、存在する」』 

             (プログラム内容は、聖堂横の掲示板 or 浜っ子 11 月号に掲載しています) 

 

12月の主日ミサ担当一覧  浜寺 9:30 和泉 9:30 岸和田 9:30 

3 日 待降節第 1 主日 ベスコ 

インターナショナルミサ 

カルロス 

11:30 ﾌﾞﾛｯｸ黙想会 

インターナショナルミサ 

村田 

10 日待降節第 2 主日 
村田（評議会） 

13 時ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ語黙想会 

15:30 ミサ  マルコ 

ベスコ カルロス（評議会） 

17 日待降節第 3 主日 村田 
カルロス（評議会）

15:00 村田（英語） 
ベスコ 

２４日待降節第４主日 村田 べスコ 
カルロス 

15:00 村田（英語） 

２４日主の降誕（夜半） 19 時 カルロス 19:30 村田 19 時 べスコ 

２５日(月) 

 主の降誕 (日中) 
べスコ カルロス 村田 

３１日  聖家族 カルロス 村田 べスコ 

1 月 1 日(月) 

神の母聖マリア 
べスコ カルロス 

0:00 村田 

9:30 村田 

◇毎週土曜日 19:30 主日前晩のミサ(和泉)  

◇平日のミサ 

浜 寺：火曜日（毎週）  …9:00    和泉  ：月曜日（毎週）  …19:00 

木曜日（第２，４）…9:00       : 金曜日（毎月第 1）…9:30 

金曜日（毎月第 1）…9:30   岸和田 ：木曜日（第 1，3）… 9:00 

◇ポルトガル語ミサ： 毎月第 2 日曜日…11:00（浜寺）(今月は黙想会のため１３時～) 

◇英語ミサ ：    毎月第３日曜日･･･15:00（和泉）、第 4 日曜日…15:00（岸和田）              

◇ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ ﾐｻ ： 毎月第１日曜日・・・9:30 （和泉）（岸和田） 

12 月の各種集いの案内  

 聖書の分かち合い（Fr.村田）・・・・第１､３金曜日 19:00；浜寺教会 

 聖書の分かち合い（Fr.カルロス）・・第 2、4 木曜日ミサ後；浜寺教会 

 キリスト教入門講座（Fr.カルロス）・・第１、第 3 火曜日ミサ後；浜寺教会 

 キリスト教講座 （Fr.カルロス）・・第１、３土曜日 13:00；岸和田教会 

 聖書の分かち合い（Sr.ルイザ）・・・毎週土曜日 14:30；和泉教会 

 キリスト教の勉強会（Fr.カルロス）・・第 2、4 金曜日、19:30～和泉教会 


